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３．事後評価結果 

 

本研究課題は 2019 年度に課題事後評価を実施済みであるが、コロナウイルス感染症の影響により

イベントの開催を延期したため 2020年度まで研究期間を延長した。課題事後評価結果は以下を参照。 

          

https://www.jst.go.jp/kisoken/presto/evaluation/posteriori/r01/JST_1112069_2019_PEE.pdf 


